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 支部ルームにリモート会議システム 

東海支部におきましてはコロナ禍対応とし

て、リモート会議のシステムを導入しました。

まだまだコロナ禍は続きそうです。是非ご利

用ください。 

 新しいノートパソコンを購入（7月）、リモ

ート会議システムZOOM有料版へ加入、マイク、

カメラ、スピーカーのPC周辺機器を購入（8

月）し、ノートパソコンに接続・セットしま

した。 

 リモート会議システムZOOM有料版はgoogle

アカウントにて加入しているため、各委員会

からの要望により、googleアカウント、パス

ワードをお知らせし、会議を主催できます。

必要とする時は、各委員長から総務委員長へ

依頼し、ZOOM会議の予約（主催）方法をお知

らせしております。※ミーティングに参加だ

けの手順は下記参照。 

 現在、正副支部長会議、常務委員会、東海Y

OUTH、登山学校委員会、支部友委員会、技術

向上委員会などが、支部アカウントを利用し

ています。 

 また、ルームから会議へ参加するメンバー、

リモート会議で参加するメンバーの一体感を

出すため、ルームでプロジェクターを利用し

てお互いの顔を見ながら発言できる方法を導

入しました。また、ZOOM有料版では、参加者

の画面共有（資料画面）ができるため、紙資

料の廃止ができるようになります。 

 リモート会議のメリット、デメリットを理

解して支部内のミーティング等へ活用をお願

いします。 

 

☆ メリット：ルームに来る必要がなく、感染

症感染防止に有効である。 

資料共有がパソコン上でできるため、紙資

料が不要となる。 

 

☆ デメリット：発言がしにくい。（議論して

いる感じにならない） 

 電波状況により途中で通信が途切れる可能

性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルーム出席者とリモート参加者の意見交換 

 

※ZOOM会議に参加する手順  

○事前に自身の端末（PCまたは携帯）へZOOM

アプリのインストールが必要。 

○画像を送る場合は、カメラ付きPCが必要と

なる。なくてもよい。 

①Eメールなどで、ミーティングIDを受け取

る。 

②招待をクリックしてZOOMアプリに入る。 

③次の画面で、ビデオ付きで参加ボタンを

押す。 

④次の画面で、コンピューターでオーディ

オに参加ボタンを押す。 

⑤下の画面が出れば参加可能。 

  場合によりマイクボタンを押して消音

(ミュート)すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモート会議利用画面 

リモート会議システム導入 
総務委員会委員長 今津英一朗 
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１、 第Ⅲ期修了式と第Ⅳ期入校式 

 東海支部登山学校は、令和２年７月１８日に

第Ⅲ期修了式と第Ⅳ期入校式を開催した。10 

時からの修了式では高橋玲司学校長の式辞、

榊 將美委員長の活動総括に続き初級、中級、

上級各クラスの代表者に修了証書を授与した。

午後からの入校式では指導員紹介の後、クラ

スごとに分かれてリーダーから運営規約や指

導要領、年間スケジュールなどの説明をおこ

なった。 

 今年は新型コロナウィルス感染防止のため、

受付にアルコール消毒薬を設置、会場では座

席の間の距離をとり、窓を開けての開催とな

った。いろいろと神経を使ったが、無事に終

えることができ胸をなでおろしている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修了式の修了証書授与 

２、体制 

 第Ⅳ期のクラス編成は、コロナ禍の影響も

あり初級と中級が受講生５名の３クラス、上

級は受講生７名のひとクラスと小規模なもの

となった。一方で指導員には学校卒業生から

５名、東海ユースから１名が加わり、フレッ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入校式の指導員紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋玲司学校長(支部長)の式辞 

シュな顔ぶれとなった。これは特待生制度、

指導員育成研修の成果である。新メンバーに

はぜひ新たな風を吹き込んで欲しい。 

なお、昨年１１月にスタートした指導員育

成研修は受講生１１名、指導員補助として４

名が参加。コロナ禍で一時中断していたが、

７月の道迷い検証から再開した。今後はファ

ストエイド、読図といった技術的なことに加

え、リーダーの心得といった精神的な面も学

んでいく。 

３、カリキュラム 

 登山学校は３年で卒業する制度を採ってお

り、第Ⅳ期からは受講生が入替わり新たなク

ールに入る。そのため今期から指導カリキュ

ラムを見直し、初級、中級、上級の違いをよ

り明確なものにした。 

初級は「日帰り山行」が基本となる。正し

い歩き方、ストックワークを学ぶと同時に、

山での基本的なルール、マナーを身につけて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初級クラス現地講習：西山 

東海支部 登山学校第Ⅳ期開校 
登山学校運営委員 服部康宏 
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もらう。最近はわれわれにとって当たり前の

ルールを知らない登山者も多い。初級では、

パーティとしての行動の規律などもしっかり

と教えていきたい。 

中級は、初級の内容に「無雪期テント泊」

をプラス。テントでの生活術やパッキングの

テクニックも学ぶ。当然背負うザックは重く

なるため、体力づくりも重要なポイントとな

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中級クラス現地講習：荒島岳 

上級は１泊２日山行を基本として「積雪期

テント泊」を体験。もちろんロープワークや

岩登り、アイゼン・ピッケルワークなど雪上

技術の基礎も学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上級クラス現地講習：西穂高岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上級クラス現地講習：西穂高岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上級クラス現地講習：西穂高岳 

４、おわりに 

 新型コロナウィルス感染拡大の終息の見通

しが立たない中、今後は学校の運営スタイル

も見直しが必要となってくるであろう。８月

は机上講習が中止となり、現地講習では山域

や交通手段を変更したクラスもあった。現在

の状況がいつまで続くのか分からないが、ZO

OMなど新たな技術を活用して指導員と受講生

のコミュニケーションだけは「密」にとって

いきたいものである。 

登山は個人のレベルに合わせて一生楽しめ

る素晴らしい趣味である。学校で基礎を学ん

だ受講生の中から、一人でも多く将来の支部

を担う人材が出てくることを願っている。 
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改訂・増補版『インド・ヒマラヤ』発行予定 

 2015年12月1

日・日本山岳

会創立110周

年記念出版と

して京都のナ

カニシヤ出版

から出版した

初版(657頁)

にシッキム、

ザンスカール、

東部カラコル

ムの最近情報

を大幅に補足

し、概念図も

加えた改訂・増補版(約720頁)を東海支部設立

60周年記念として名古屋の風媒社から出版す

る予定である。判型は初版と同じA5版・上製・

表紙布張り・カラーカバー付。発行部数は10

0部限定の予定。頒価は1.5万円・予約申し込

み者は1万円、JAC「山」に予告済である。 

  初版は、約40名の編集・執筆委員であった

が、改訂・増補版は、沖允人・稲田定重・星

一男が編集を担当し、尾形好雄・阪本公一・

寺沢玲子・能勢眞人・Keith Goffinらに補足・

修正を依頼した。現在、編集担当の3名で第五

校が終わり、組版中である。2021年4月末頃に

発行の予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語版『Indian Himalaya－An Illustrated 

Guide for Mountaineers』発行予定 

初版出版に

つづいて英語

版を出版する

計画があった

が、内容につ

いて検討を加

え、最終的に、

初版の各山域

の日本隊の記

録を割愛する

ことにし、山

名の解説に重

点を置くこと

にした。書名

も副題を付けて内容をふさわしいものにした。

全体の英文を統一するために、専門の翻訳者

に依頼し、校閲者として、インド・ヒマラヤ

に詳しいHarish Kapadia, Kankan Kumar Ray,

 Madhusee Bhattachryaに依頼した。現在、第

四校が終わり、組版中である。判型は改訂・

増補版より少し大きいB5版・上製・表紙カラ

ーソフト・カラーカバー付。頒価は8000円で・

予約申し込み者は5000円(JAC「山」に予告済

み)。発行部数はとりあえず100部限定とし、

海外での販売の状況では、増刷を検討する予

定である。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部創立 60 周年記念事業 

６０周年記念誌『インド・ヒマラヤ』 

英語版、改訂・増補版 発行予定 
 沖 允人 

 

 

改訂・増補版、英語版ともに、予約申し込みは、 

日本山岳会東海支部・担当・星一男宛(E-Mail: khoshi@katch.ne.jp)。 

送金先：三菱UFJ・安城支店(413)・普通口座・口座名・日本山岳会東海支部刊行物編纂委員会・

星一男・口座番号0075297 

発行所：〒460-0014 名古屋市中区富士見町8-8 OMCビル B1  

日本山岳会東海支部刊行物編纂委員会・星一男 

なお、ソウルの出版社(Haroojae Club・Publisher Byun, Gi Tae・邊起兌/Project Manager 

Dong Soo Kim・金東壽)で韓国語版を、改訂・増補版と英語版をもとに発行準備中である。202

2年には出版予定とのことである。Byun, Gi Taeは日本山岳会(JAC)に相当するKorea Alpine 

Club(KAC)の会長である。 

 

mailto:khoshi@katch.ne.jp
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（２）人工関節置き換え手術 

 第3話では壊れた膝をどう直すか。小生の例

で説明する。前項で述べたがすでに右足は傷ん

だ部分の半月板(軟骨)を除去している。元支部

員の医師とモニター画面で膝の内部の様子を

話しながら手術を受けた記憶がある。内視鏡に

よる手術である。半月板は軟骨でできており画

像を見た感じは、まるでクラゲである。ちぎれ

かかったヒラヒラと、ちぎれてしまったクラゲ

のかけらが液体の中(関節液)の中で汚く漂っ

ている。このちぎれかかったヒラヒラとかけら

を取り除き、変形し角（つの）となった骨を切

除した。医師曰く、次は人工関節ですね、と言

われていた。それでも10年はこの状態で使えた。 

 人工関節と言っても関節部分を全部置き換

えるわけではない。 

               

               

 

 

              

 

 

 

 

 

人工関節 ＊１           

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造(透視図)  ＊１ 

 大腿骨骨頭先端をチタン合金でできた複雑

な形をした骨頭に置き換える。 

 脛骨(すね)の骨頭部分は超高分子ポリエチ

レンというプラスチックに置き換える。大腿骨

と脛骨の両方を金属で作ると摺動面がかえっ

て摩耗する。受け側を潤滑液がなくても摩耗が

少ない摺動可能な材料として超高分子ポリエ

チレンが選定されている。人工関節の材料や置

換手術はこの15年ほど前に確立され全国どこ

でも手術が受けられるといっても過言ではな

い。 

 問題はこの材料を使いこなし患者にとって

最良な技術力によって手術とリハビリが行わ

れるかによって運動能力が回復できるかであ

る。卑近な例で申し訳ないが小生の娘が15年ほ

ど前に大腿骨骨頭の手術を某大学病院で行い

大失敗した経験がある。最先端の大学病院とは

いえ、しっかりした技術と管理体制があるとは

限らない。大学病院であるからこそ研修中や行

き場のない医師がいる可能性は多分にある。 

 手術を受ける病院を決めるには①確立され

た最先端の技術があること。②経験が多いこと。

外科手術はメスを持った解体屋（魚屋さん）か、

工芸家(大工さん)か洋服デザイナー（洋服屋さ

ん）。この一連の技術・器用さと数を重ねた経

験がないと良い手術はできない。③清潔で最先

端医療機器の整った病院であること。一見して

薄汚い、古い病院は感染が潜んでいる。骨には

直接血液が届かないので感染症を拾ったらお

しまい。先ほど述べた小生の娘は感染症を拾っ

てしまった。④しっかりしたリハビリ体制があ

ること。上出来の手術を行っても本来の機能に

復帰させるためには並々ならぬ本人の努力が

必要。本人の努力の成果を引き出すのがリハビ

リの先生(理学療法士)。五輪級の選手の裏方に

は立派なトレーナーがいる。痛くても理にかな

ったリハビリを最後まで付き合ってくれるこ

とが必要。外科手術の後は痛い。痛いことはし

たくないのが人情。きつくても機能回復のため

叱咤激励し支援してくれるリハビリ施設があ

る病院を選定することが必要。 

 第4話 手術の様子 

 手術の一連の流れを小生の例で説明する。名

古屋整形外科関節クリニックの初診は2019年 

10月18日(金)。レントゲン、MRIなどの検査と

症状から変形性膝関節症と診断、覚悟を決めて

いたのですぐ手術をお願いした。ところが手術

の空きがなく2020年5月と言われた。仕方なく

支部員Medicalだより   壊れた膝を修復するⅢ 

猿投の森づくりの会代表 和田豊司 

会員の広場 

プラスチック 

プラスチック 
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予約。事前リハビリに隔週通うようことになる。

投薬はサインバルタ。1月になって2月4日の手

術にキャンセルが出たので前倒しの連絡。即Ｏ

Ｋする。 

 事前リハビリは血流を良くし、膝周辺の筋肉

や筋を柔らかくし術後、関節の曲げ角度を大き

くするためという。良く理解できないが欠かさ

ず通う。 

 いよいよ２月3日(月)午後入院。相変わらず1

階の通院フロアーはおばあさん(股関節で診察

の方が多いので圧倒的に女性が多い)でごった

返す。医師の手術に関する説明を聞く。一番驚

いたのは個室使用料。1日税別8,000円。清潔で

広くてトイレ付きの快適な部屋に案内される。

もともと個室しか空いていないとは聞いてい

たがチト高い。手術前のレントゲン撮影、血液

検査、血圧、体温など手術に支障がきたさない

かチェック。 

 翌朝、6時15分、起床、検温、血圧測定しシ

ャワーを浴びて手術着に着替える。朝から絶食。

腹が減る。点滴(リンゲル液か)、度重なる検温

血圧測定で結構忙しい。11時30分頃になると点

滴で睡眠剤の投与が始まる。おむつを当て12

時30分数メートル先の手術室に歩いて向かう。

手術室はテレビで見るような仕組みのようだ

が物々しい雰囲気ではない。 

 手術台に上り色々な装置がセットされ始め

る。胸から下は遮蔽カーテンで見えなくしてあ

る。ちょうど13時だ。導尿(あまり気持ちがい

いものではない。不思議と恥ずかしさはない)。

背中を丸め背後から下半身麻酔が打たれる。手

術台が揺れる。何か装置をセットしているよう

だ。5分もすると意識がなくなる。 

 17時回復室で目が覚める。病室に戻ったのは

19時45分。意識はまだ朦朧としている。 

 23時大腿四頭筋の全体と筋が異様に痛い。加

えて導尿しているにもかかわらず残尿感が強

い。25時(夜中の1時)たまらず看護師を呼んで

トイレに行きたいと駄々をこねる。支えられて

トイレに行くが何も出ない。それどころか動い

た途端に冷や汗が出てくる。ベッドに戻る途中

で失神しそうになる。ベッドに倒れこむ。看護

師が血圧を測ると105しかない。低血圧だ。 

 その夜中から5日夕方まで24時間膝の激痛は

収まらない。鎮痛剤の点滴はほとんど効かない。

四頭筋が異様に痛い。運動しすぎた後の筋肉痛

の3倍くらいの痛みだ。傷の痛みは感じない。 

 2月6日朝回診。膝は痛むが昨夜は多少眠れた

ようだ。心電計や飽和酸素濃度計、点滴、導尿

が昼過ぎまでに取れどんどん気分は良くなる。

11時過ぎにシャワーを浴びる。手術後48時間も

たたないのにシャワーを浴びることができる

とはなんと有難いことか。11時45分からリハビ

リ、13時から上半身ストレッチ、15時45分から

1時間またストレッチ。自主トレーニングの仕

方も教わる。 

  

        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

術後40時間ほどの 

切開部分  

足が腫れあがって 

いる 

  

四頭筋の激痛

は手術時の出血

を止めるため膝

の上部を止血帯

で強固に止め血

流をなくす。筋

肉に一時的に血

が流れない。四

頭筋や筋が大きくダメッジを受けることにな

る。この術法により出血量は100ml以下に抑え

られる。 

 この時点で右膝の曲げ角度103度、伸ばし角

度は15度までしか曲げ伸ばしができない。 

腫れあがった膝上の周囲長は45㎝であった。担

当の理学療法士には目標は曲げ角度145度、3

月19日にネパールへ出発できることの2点を頼

んだ。笑いが回答である。一般的な治療の目標

は120度から130度、3か月は無理な行動は不可

なのだ。 
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2月8日の時点で傷口の痛みはほとんどゼロ。

理学療法士がマッサージした直後の曲げ角度 

130度、腫れも引き始め43㎝になった。 

 術後右足はO脚が矯正されたため少し長くな

ったのだろう左右の長さが異なる。膝周辺はか

なり熱を持っている。傷は痛くないが右足は全

体がだるく鈍い痛みが取れない。 

  

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

まだ炎症はあるもの

の手術そのものは成功

裏に終わったので2月14

日に退院となる。 

これからはリハビリに

よりどこまで改善され

るか乞うご期待。 

第5話では2020年3月

に計画しているネパー

ルトレッキングの話、第

          6話では最終的にどこま

で膝の機能が回復したかを報告する予定であ

る。 

＊１“患者さんの手引き”人工関節置換手術 

「より快適な生活へ」日本ストライカー(株) 

より引用。  

    

  

  

前の小生の膝関 術後の小生の人工関節 

TOPICS  
ルームの冷蔵庫が新しくなりました!! 

  
長年使ってきたルームの冷蔵庫が古くなったので「どなたか新しい

ものをご寄贈いただけませんか」とお願いの貼り紙を出しておいたと

ころ、今度、支部員の杉山雄彦さんからそのお申し出がありました。 

８月２０日に新しい冷蔵庫が据えられました。大きさも、今までと

ほぼ同じで使い易く、同じ場所にぴったりとはまりました。是非、委

員会などの各種会合用に有効にご利用下さい。 

改めまして杉山さんに御礼申し上げます。 

東
海
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柴田清康君追悼 

常任評議員 尾上 昇 

柴田君が東海支部に顔を出すようになった

のは、1998年(平成10年)の支部総会からであ

る。この年、彼は日本山岳会に入会、併せて

東海支部の一員になっている。 

席上「柴田です」と名刺を渡されたが、に

こにこと人懐こい穏やかな人柄というのが第

一印象である。聞けば南山高校の山岳部出身

で、慶応大学では山岳部に籍を置いていた。

職業は、父君と一緒に税理士をやっていると

いう。 

慶応といえば、まさに日本の山のオーソド

ックスな山登りを受け継いできている伝統校

である。これは良い人材が東海支部に現れた。

オーソドックスな登山を支部員や支部友に伝

授できる機会であると、私は内心大喜びした。 

早速、登山教室委員会に入ってもらい、現

地山行のリーダーと講師を務めてもらった。

当時、登山教室真っ盛りでどの教室の講座の

講師にも柴田清康の名を見つけることができ

た。得意な講座の命題は、「山でバテない歩

き方」であった。 

私は、山なんぞは「頑強な体に自らを鍛え、

バンバン山登っていればバテるわけがない」

などとうそぶく方なので、いささか面映かっ

た。しかしながら、山をこれから始めようと

する人にとっては、大変魅力的な人気の講座

であったといえよう。 

2011年から6年間副支部長に就いてもらっ

たが、この間に私には彼に関する忘れられな

い印象的な出来事が三つある。先ず一つは、

南山高校山岳部で同級生の大島 忍君も東海

支部員であったが、その大島君が荒島岳で遭

難死亡するという事故が起きた。このことに

ついてである。同級生の死は、彼にとっては

ショックであったであろうが、大島君がリー

ダーであったことに彼はこだわり、この事故

の徹底検証をやった。二度と遭難事故は起こ

してはならないと、かなり手厳しいリーダー

シップの分析や鋭い指摘をしたのには驚かさ

れた。それは我がことに置き換えて大島君の

反省の代弁者だと察した。 

二つ目は、東海支部には支部友会員という 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルプスに遊ぶ 

独特の制度がある。一時期は、支部友会員が2

00名を超したことがある。これはこれで東海

支部隆盛の一因であることも確かであったが、

反面いつまでも支部友会に留まり、支部友会

をツアー会社と混同する者が沢山いた。柴田

君はこの現状は「本来の日本山岳会の主旨に

反する」と改革を唱えた。 

担当副支部長という権限で在籍3年迄、それ

を過ぎたら支部員（正式な日本山岳会員）に

なるか、支部友会を退会してもらうというル

ールを制定した。 

お陰様で支部員は、大巾に増加したが、一

方で支部友が激減し、支部友会の再構築に大

変苦労した。その時の支部友委員長は私だっ

たのである。 

三つ目は副支部長4年を経た年のことであ

る。これ迄の活躍振りから私は彼を次期支部

長に推薦した。回りの皆も賛成してくれたの

で、次期支部長を引き受けて欲しい旨を柴田

君にお願いした。彼からは、承諾の返事をも

らった。一安心していた矢先の総会の直前、

私に彼は「支部長出来ません」と断ってきた。

理由はと聞くと、父親が亡くなってそのクラ

イアントを全部引き受けたので、とても忙し

いのだそうだ。お父さんが亡くなったのは、

昨日、今日の話ではない。私は総会も迫って

きているし、承服しかねると突っぱねたが、

彼は頑として引き受けられないと断った。止

むを得ず支部長を降りる予定の小川支部長を

口説き、もう2年の支部長継続をお願いした。 

いまにして思うと、その時体のどこかに異 

追    悼 



 
 

- 10 -

常の兆しでも

見つかったか

も知れないと

思っている。

何故ならその

3年後にぼそ

りと私に病の

ことを告げた

からである。 

プライベー

トでは、よく

連れ立って一

杯やりに行っ

た。山岳部出

身同志という

こともあって

話が合った。山へは、毎年5月の連休に残雪を

求めて主に奥美濃や石徹白の山々に一緒した。 

さすがに生活技術や登山技術は確かなもの

を身に付けていた。一度、5月の連休の焼岳に

行ったが彼だけスキーで頂上近くまで上って

いる。オールラウンドな山登りを指向してき

た証拠である。 

その連休山行もここ3年前から体調不良を

理由に参加してこなくなった。昨年の6月、柴

田税理士事務所を継がれたご子息の柴田隆平

さんを同道、私の会社を訪れた。すっかり弱

気になっていて元気な頃の覇気はなく、相当

参っている様子であった。ひょっとしたら私

へのお別れの挨拶だったのだろうかと思いを

巡らせている。 

山歴は、略歴にも記しておいたが、国内登

山の他1970年にヒマラヤのバウダ峰(6672m)

の慶応大学隊に参加、初登頂に成功している。

大学3年生である。当時としては、特筆すべき

である。2011年、2012年には、慶応の仲間と

ヨーロッパアルプスの峰々を登りに行ってい

る。 

学生時代の柴田君の様子は知らないので、

慶応の山岳部の同級生の吉川正幸さんに尋ね

たところ、略歴と一緒に若い頃の思い出話も

寄稿してくれた。併せて掲載させてもらった。 

ちなみに吉川さんは、私の日本山岳会会長

就任時の副会長であり、その運営に力を注い

でくれている。 

享年72歳は、まだ若い。税理士という仕事

柄、この歳は最高に脂が乗っている頃といっ

てよい。今日では山登りも72歳はまだ現役で

ある。東海支部でももう一働きも、もう二働

きもを期待していたのに。決してお世辞では

なく「有為な人材を失くした」という言葉が

柴田君にそっくり当て嵌まるのである。私と

しては、残念の極みとしか申しようがない。

それより、もっと本人の方が悔しかっただろ

うと想像にかたくない。「なあ柴田君 もう少

し、山登りたかっただろう？」。 

 

柴田清康君の思い出 

              吉川正幸 

（慶應義塾大学山岳部同級生） 

一枚の古い写真がある。1969年10月、福島

県の吾妻連峰、大学の山小屋の開所式でのひ

とコマである。中央は槙有恒さん、言うまで

もなく、日本に近代登山をもたらし、日本山

岳会の会長をつとめ、マナスル登山隊の隊長

でもあった方である。手前の左には佐藤久一

郎さん、ロッククライマーズクラブの同人で

あり、キャラバンシューズの創業者でもあっ

た大学の先輩である。そして、手前の右には

柴田君がいる。ちなみに私は、後列右から2

番目にいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慶應の仲間と 

柴田清康君と私は、この写真の前年、1968

年(昭和43年)の春に慶應義塾大学の体育会山

岳部に入ったので、共に大学2年生の20歳であ

ったはずである。もはや私達は日本山岳会の

初期のメンバーに直接、お目にかかることの

できた最後の世代になってしまった。 

山岳部で4年間一緒だったということは、と

ても言葉では言い表せない関係であった。特

に仲が良かったわけでも、悪かったわけでも

アルプス グロースグロックナー

登頂 
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御寄付をいただきました 

 

〇６月にご逝去されました故柴田清康元副支部長の御遺言により当会に 100 万円の御

寄付をいただきました。 

お礼と共に、柴田清康氏のご冥福を心よりお祈りいたします。 

 

〇３月にご逝去されました一柳政右衛門会員の 

ご家族様より当会に 10万円の御寄付をいた 

だきました。 

 お礼と共に、一柳政右衛門氏のご冥福を心より 

お祈りいたします。 

ない。年に100日ちかく山行をともにしても、

山岳部での登山は厳しかったせいか、友情を

あたためるとか、ひどい喧嘩をするわけでも

なかった。 

当時から柴田君は、自分達の登山とは、か

くあるべきとか理屈をこね回して、私を混乱

させていたものである。それでも、卒業後に

久しぶりに会えば、昨日にも会ったように気

心のしれた会話をすることになる。彼は、卒

業後50年たっても、若いころと少しも変わら

ず、自分達の山登りとは何か、ヒマラヤに向

かって進むべきであると、言ったことを繰り

返していた。 

柴田君と最後に山に登ったのは、2015年の

春の妙高山へのスキー登山であった。このと

きは、4人の仲間の内で一番元気で、率先して

スキーを進めていた。山の頂上で、満身の笑

顔でいる彼の写真が残っている。その日の宿

では、彼は仕事を一生続けると言い出して、

皆で、仕事はほどほどにして、これからは山

を楽しむべきであると説得したものであった。 

それからほどなくして、彼が病に倒れたと

聞いた。学生時代の仲間で、何回も見舞いに

行こうかとの話もでたが、なぜか実現しなか

った。元気でない彼の姿を見るのが嫌だった

のかもしれない。彼が闘病生活のあとに亡く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

  

 

 

 

なったと聞いて、とてつもなく悲しかった。

彼のご冥福をお祈りするとともに、一緒にい

った山行の思い出を一生大切にしたいと思う。 

  

略歴 

1968年(昭和43年)3月 南山高校卒業、同山岳 

部に在部 

1968年(昭和43年)4月 慶應義塾大学商学部 

入学、同時に体育会山岳部に入部 

1969年(昭和44年)12月 燕岳より槍ヶ岳まで 

縦走 

1970年(昭和45年)3月－4月 ネパール・マナ 

スル山群・バウダ峰(6672m)遠征 

遭難者を出すも、柴田君も初登頂に成功 

12月 明神岳から前穂高頂上に幕営、奥穂高

往復 

1971年(昭和46年)3月烏帽子から弓折岳縦走 

10月 薬師から笠ヶ岳縦走 

1972年(昭和47年)3月 大学卒業 名古屋に

帰る、柴田税理士事務所入所 

1998年 日本山岳会入会、同時に東海支部に

籍を置く 

2011年－2016年 東海支部副支部長 

2011年、2012年 ヨーロッパアルプス 

2020年(令和2年)6月 逝去 享年73歳 
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『アルピニストの手記』 

著者・小島烏水 

〈登山史の重要文献といわれる〉 

（本書は1936年書物展望社より刊行され、続

いて1939年に同社より改訂版が刊行された。

のち、あかね書房版「日本山岳名著全集」第1

巻1965年、大修館書店版「新選復刻日本の山

岳名著」第16巻1978年などに収録されたが、

本書「平凡社ライブラリー版」では本文をあ

かね書房版「日本アルプスの登山と探検・ウ

ェストン／アルピニストの手記・小島烏水」

新装版1970年を底本とし、必要に応じて書物

展望社版・改訂版を参考した。） 

 小島烏水（久太）氏 略歴 

1873年（明治5年）香川・高松 生～2歳の 

    時上京・横浜～銀行勤務 

1906年（明治38年）山岳会設立（6人） 

1915年（大正）～1927年（昭和）米国勤務 

1931年（昭和6年）日本山岳会初代会長 

1936年（昭和11年）「アルピニストの手記」 

1948年（昭和23年）没 

＜この本を読むにあたって＞ 

 「多くの山の思い出の記は山の絶壁や氷河 

との激しい闘争の物語が綴られている。私の 

この本には、肝心の山のことが少なくて、山 

に登場した内外の先輩岳人、有名または未知 

名の岳友に関する物語が多い。」（P15より） 

＜「アルピニストの手記」の内容を 

整理してみると＞ 

（1）明治時代における世界の岳人との繋がり

について書かれた手記（P9～）日本アルプス

早期登山時代。 

・外国人による書籍：「日本案内記」(ジョ 

ンマレーレイ）／「日本アルプス」(ウェス 

トン)／「日本旅行案内」(チェンバレン)(P 

110)。参考：ガウラウンドの登山事情(P77)

／争われたるマッターホルン(P270)。 

（2）山岳会の成立まで。 

(P17～)「槍ヶ岳からの黎明」・「ウェストン 

をめぐりて」／「ウェストン寄付の登山帽」 

／「山岳会の成立まで」。 

（3）日本における山、登山に関する書物と岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人、岳友など（明治から昭和11年まで）。 

（P47～）「山水無尽論という本のこと」－ 

大町桂月など／(P57～)「日本アルプスの思い

出」－河東碧悟桐など／(P68 ～)「紀行文家

の群れ」－田山花袋／(P85～)サンフランシス

コで迎えた山崎直方氏（地質学者）。 

（4）小島烏水氏の人となりが表れる手記。 

（P96～）私のあった登山家の印象（内外の先

輩岳人)／ジェームス・ブライス先生（氷河に

ついて)／王堂チェンバレン・白井光太郎先生

(植物病理学者・大台でオオヤマレンゲ群落発

見)／悪沢岳の発見者(荻野音松)／日本アル

プスのぬし(神河内の上条嘉門治）／（P146 

～）山岳美と日本精神／(P159～）セガンティ

ーニ(アルプとは牧場のこと）／(P177～)辻村

伊助のサンモリッツ旅信／上高地は神河内が

正しき説／(P274 ～)生い立ちの記・ 

＜「アルピニストの手記」を読み終えて＞ 

文明開化の明治、デモクラシーの大正時代と

いう時代背景で、日本における「山岳会」の

組織化には大量の知識や資料が求められたと

思う。この点において烏水氏は山岳への崇拝

と語学力、勤勉さでそれを達成できたのでは

ないかと考えさせられた手記であった。 

私達日本山岳会の設立発起人の一人であり、

初代会長。この観点からも是非ご一読を。 

 平凡社ライブラリー175 （全頁295） 

 発行日 1996年12月15日 初版第1刷   

 東海支部の蔵書からの一冊㉕ 
図書委員 園田さえ子 
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１．コース別達成者数 

 
 

 
 

60山ラリー状況(8月27日現在） 

 60山ラリー活動期間も残すところ、あと1

年となりました。2月から猛威を振るい始めた

新型コロナウィルスにより、活動の制限を余

儀なくされました。今夏、第2波と思われる猛

威が押し寄せ、山小屋の非営業やそれに伴う

登山道閉鎖があり、楽しみにしていた夏山登

山も出来ない場所も多々ある状況です。 

 こんな状況下でも工夫して楽しんでおられ

る方もあり、実績の途中経過をお知らせしま

す。 

  

 

 

２．コース別登頂数ベスト5 

 
 

進捗状況(下記表参照) 

 ８/２７現在、登録者数は110名となってい

ます。新型コロナウィルス第１波の緊急事態

宣言が解除された後、一気に登頂数が増えま

したがコロナの影響で長くは続きませんでし

た。 

 新型コロナウィルスにより先の見えない

日々が続く中、『３密』を避け『感染しない、

させない』を第一に決して無理をしない60山

ラリー登山を楽しんでいただき、低山だから

こそ必ず『登山計画書の提出』をお願いしま

す。 

 

   

 

100 高山 達成者なし 

一等三角点 1 名(栗木洋明) 

愛知県の山 
8 名(栗木洋明、前田隆久、天野俶明、熊谷美喜子、前田芳子、石井 仁、山田明美、 

榊 將美) 

岐阜県の山 3 名(栗木洋明、遠藤 忍、山田明美) 

三重県の山 3 名(栗木洋明、石井 仁、山田明美) 

静岡県の山 1 名(栗木洋明) 

チャレンジ 25 名（栗木洋明、山田明美、石井 仁、遠藤 忍、前田隆久、鈴木 浩、熊谷美喜子、 

酒井大輔、榊 將美、前田芳子、堀端静夫、水野猛志、磯部 隆、光崎 晋、 

伊与田玲子、石田 誠、近藤政仁、天野叔明、井上寛之、横地達夫、福井雅子、

木村孝保、伊藤 稔、大島 巌、中島美枝) 

100 高山 鈴木愛子(47) 山田明美(30) 栗木洋明(27) 大島 巌(14) 岡本英俊(12) 

一等三角点 栗木洋明(64) 山田明美(58) 石井 仁(36) 鈴木 浩(31) 堀端静夫(21) 

愛知県の山 栗木洋明(120) 前田隆久(91) 天野叔明(70) 熊谷美喜子(70) 前田芳子(70) 

岐阜県の山 栗木洋明(71) 遠藤 忍(61) 山田明美(60) 木村孝保(59) 酒井大輔(46) 

三重県の山 栗木洋明(69) 石井 仁(61) 山田明美(60) 石田 誠(21) 堀端静夫(15) 

静岡県の山 栗木洋明(63) 石井 仁(51) 近藤政仁(12) 鬼頭則俊(8) 堀端静夫(5) 

チャレンジ 栗木洋明(361) 山田明美(235) 石井 仁(193) 遠藤 忍(128) 前田隆久(123) 

６０山ラリー登頂経過報告 
６０周年記念国内事業担当 山田明美 
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登山定年延長             

「鍋山? 80m・・・駅から近い、イイジャン!

 ナヌ? 一等三角点 !?」 

 かくて、7月16日友人と3人で知多半島の鍋山

を目指した。名鉄線河和口駅下車。 

 梅雨時ではあったが蒸し暑さはさほどでは

ない。オレンジロードと名のついた樹林帯の遊

歩道。そこから垣間見る青空の清々しさ。三河

湾からの風と樹木の冷気が醸し出す気持ち良

さ。そこかしこに道標があり迷うことがない。

お喋りしながら一時間足らずで一等三角点の

地を踏んだ。「身の丈に合った」(自分で言う

分には心地よい言葉)山の楽しさを存分に味わ

った。正に「60山ラリー」がなければ、出合え

なかった山だった。 

愛知県全図を購入してきた。60山ラリー目次

録とホームページの地図情報を参考に、愛知 

125山の位置を数日かけて書き入れた。一山一

山記入していくうちに、山への愛おしさとその

山を戴く土地への憧れがふつふつと湧いてき

た。初めて聞く名の山、公共交通機関を使用す 

熊沢友三郎と上田竹三はともに中京山岳会

の創立会員だった。名古屋山岳会の会長が創

立者の跡部昌三氏の終身会長であるのに対し、

中京山岳会は交代制である。そこに三菱重工 

の社員で構成されるゆえの近代性を見る。 

中部日本新聞社が伊藤洋平創刊の「岳人」

の出版を引き継いだ。しばらくは伊藤洋平が

編集人を務めるが、後に中部地区の取材編集

は名古屋市の跡部氏が担当するようになる。 

名古屋山岳会の会員でも加藤どんちゃん、高

田光政氏らが出版しているがすべて個人的な

内容であり、会員がまた会を挙げて出版した

本は見たことがない。対して熊沢氏が率いた 

中京山岳会は数々のガイドブックの出版で存

在感を示した。個人では沖充人氏ただ一人し

か知らない。多くの人にもまれる組織人でな 

ければ実現しなかったガイドブックの出版に 

ると到着迄に一日がかりの山、そして高度が手

ごろで地域に密着していそうな山。コロナ禍で

の幽閉生活ではあっても、実に楽しい時間であ

った。そして、細々とやっていた私の山人生を

あと3年と踏んでいたが、もう少しやってみよ

うかと考え始めた。5年後の姿が目に浮かぶ。

豊根村に1～2週間滞在し、県境の袖山岳・八嶽

山・猿ヶ鼻を見上げてはウロチョロ、ウロチョ

ロ・・・。名古屋に居付いて50余年。突如、郷

土愛に目覚めた。きっかけは何といっても「6

0山ラリー」である。以前は「愛知の山?」の感

覚であった。 

「60山ラリー」実行委員会の山田委員長をは

じめ委員の皆様は多種多様の山の楽しみ方を

示して下さいました。山歩きが困難になった者

にも背中を押して下さいました。その準備では

緻密な計画と気の遠くなるような忍耐の作業

でありましたでしょう。その無償な愛ともいう

べき取り組みに、心からの敬意と感謝を申し上

げます。併せて、これからもよろしくお願い申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海岳人列伝(16) 

愛知岳連生みの親～熊沢友三郎 
        編集委員会 西山秀夫 

 

支部員だより     ６０山ラリー登山記 
                      亀の会 佐原光子 

会員の広場 
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熊沢氏の人徳と統率力を備えた人間性を見る。 

上田竹三に見るプロの写真家が居たことと、

熊沢氏も「岳人」に寄稿し書ける会員が多数

居た。 

昭和23年の『鈴鹿の山』（中部日本新聞社）

に始まり、昭和40年代に山と溪谷社版『鈴鹿

の山』が出版される。続いて『中央アルプス』

が刊行された。今ではバリエーションの領域

まで一般登山者向けのガイドブックに掲載さ

れた。これは愛知県図書館で閲覧出来よう。 

しかし、これを機に山岳会の編集から個人

の熊沢氏に移管された。ガイドブックの宿命

であるアップツーデートに維持することは、

常に新味を求める登山者の組織では困難なの

である。モータリゼーションの到来はずっと

先なので会員は暇を工面して仕事が終わると

中央線の夜行列車に飛び乗り木曽の登山口へ

と急いだであろう。これでは長くは続かず熊

沢氏個人がメンテナンスを引き受けた後、地

元の飯田市の山岳会へと引き継がれた。 

熊沢氏の死去から12年後に山と溪谷社の

『岩と雪』が廃刊した事実は逆に言えば熊沢

氏は一代でアルピニズムを追及できる時代に

生きたのである。そしてバラバラな個人の時

代になった。労山のふはく山の会が1000人、 

名古屋歩く会は女性ばかり300人もの会員を

集める時代になった。百名山は何度もブーム

を迎えた。中京山岳会のような本格派の老舗

は会員を減らすばかりになった。 

   

中京山岳会のあゆみから（ＨＰから抜粋） 

・芽生え・昭和６年(1931)～14年 ベルグロ

イテ時代へ。登山は、贅沢な一部の有産階級

の遊びとみなされ、勤労者には高嶺の花の様

な時代。 

・昭和8年、三菱名古屋航空機製作所に入社し

た縫製技術(テント、ルックザック等)を体得

する熊沢友三郎氏のもとに三菱スキークラブ

の山好きな現場青年達が集まる。さらに同社

の陸軍機工場の愛好者達が合流し組織的な登

山が始まる。 

・その後(昭和13年)平岩次郎、仁和武、佐伯

朎氏等の山岳人の文化的クラブ「名古屋ベル

グロイテ」と合流し、昭和14年10月中京山岳

会として発足。 

初代会長に赤羽良一氏（弁護士・欧州アル

プス・ユングフローへの登山経験者） 

・戦前・第１期黄金時代(昭和15年)から戦時

中の中京山岳会(昭和20年） 

事務所を熊沢友三郎氏方に、木曽駒の集中 

登山や分散下降を行うなど会員の登山活動に

活気がみなぎる。以後登山記録の重要性強く

意識し、後世に会の足跡を残すことに努力。 

**************************************** 

昭和21年になると愛知県でも登山活動が再

開。7登山団体で岳連復帰への気運が高まる。

伊藤秀五郎を会長に熊沢友三郎、跡部昌三氏

らの名古屋山岳連盟が活動を再開。その後、

中部山岳連盟と改称したが昭和23年に愛知県

山岳連盟に再度改称された。因みに伊藤秀五

郎は『北の山』で知られるその人であるが、

一時的に名古屋にも縁があった。「1944(昭和 

19)年、突然北大を辞し、名古屋の軍需工場へ

赴く。戦後は、中日新聞論説委員、三重県人

事委員を歴任。1948(昭和23)年より北海道学

芸大学教授兼厚生指導部長、北海道教育長、

北海道教育研究所長と戦後混乱期の北海道の

教育事業に奉仕した。」というから少しの間、

名古屋にも縁があった。 

発足した昭和23年当時熊沢氏は理事である。

昭和31年になると、荒川ノーシンの荒川勘五

郎氏を向かえた。副会長には跡部昌三氏と熊

沢友三郎氏が就任し、戦後の東海地方の山岳

界を担う。 

昭和48(1973)年 愛知岳連会長に熊沢友三

郎氏が副会長から昇格（就任） 

昭和58(1983)年5月 勲五等旭日章を受章 

4月29日岳連会長熊沢友三郎氏が、50有余年

にわたる登山活動を通じ登山の指導者および

組織の責任者として、長年にわたっての功績

が認められ、勲五等旭日章の栄誉を受けられ

た。 

＜プロフィール＞ 

昭和14年 中京山岳会発足、会長に就任 

昭和23年 全日本山岳連盟理事に就任 

昭和23年 愛知県山岳連盟常任理事に就任 

昭和34年 愛知県山岳連盟副会長に就任 

昭和48年 愛知県山岳連盟会長に就任 

＜記録＞ 

昭和10年1月 冬期乗鞍岳 飛騨越えに成功 

昭和11年1月 冬期富士山登頂 

昭和12年1月 槍ヶ岳・中央アルプス登山 
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昭和25年1月 白馬岳主稜初登攀 

昭和26年1月 白馬鑓ケ岳南稜初登攀 

この他多くの山行を実践、その回数は数百

回に及ぶ。 

昭和58年 

6月5日 熊沢会長 受章記念祝賀会を開催、

覚王山東山会館に160名の人たちが集まり、盛

大な祝賀会が催された。 

10月 享年74歳で逝去 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

愛知県山岳連盟生みの親 

「熊さん」こと熊沢友三郎氏逝く 

「熊沢さんを偲んで」 

          副会長  鈴木時夫 

熊沢会長には2年間の闘病生活において、体

力が極度に衰弱し、去る10月10日午後8時、心

不全のため逝去されました。明治42年3月25

日生まれの享年74才。 

熊沢さんは昭和の初期から山一筋に50余年

にわたる登山活動を通じ、登山の指導者とし

て、又組織の責任者として健全な登山者を育

成し、実践、研究、そして遭難救助を一貫し

て岳界の発展に努力してこられました。 

主な登山活動として、昭和10年1月の飛騨か

らの乗鞍岳越え。16年1月の木曽御岳・地獄谷

において氷壁における遭難救助訓練。25年、2

6年1月の白馬岳周辺の冬期登攀。35年4月には

岳連で最初のヒマラヤ遠征登山を遂行。50年

代に入ってヨーロッパアルプス、ネパールヒ 

マラヤのトレッキング等々、山行回数は実に

千百回にも及び、「未知へのあこがれ。頂上

をきわめる。自然の中に入り込む」とにかく

理屈抜きで山の魅力に取り付かれ、反面、私

達に対しては「山は逃げていかない。天気が

悪ければ、この次ぎ登れ。」或いは「チャン

スは絶対逃がすな。」と教えてこられた。 

愛知岳連にとっては生みの親であり、育て

の親でもあります。昭和14年、中京山岳会を

設立し、愛知岳連の前身である名古屋山岳連

盟、中部山岳連盟。そして昭和23年全日本山

岳連盟の結成に伴い、愛知県山岳連盟と改名

し、現在に至るまで、一貫して岳連業務にた

ずさわってこられました。 

一方、朝明渓谷に山小屋及びキャンプ場も

開設し、広く一般登山者にも、登山知識・マ

ナー等の指導に当たられ、又、職業の縫製業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を利用し、たえず

新しい登山用品の

開発にも力を入れ

られた。 

特に昨年、中京

山岳会50年史『山

と谷へ』を発刊。 

これには実に熊

沢さんの50年間の

山でのあゆみが克

明に記録されてお

ります。 

そして、本年4月、

以上のような岳界の発展に寄与した功績が認

められ、勲五等旭日章を受章されました。 

岳連にとって本当にかけがえのない人を無

くしました。又、私にとっても40年間身を以

って教えて頂いた熊沢さん・・・・・・。 

どうかやすらかにお眠りください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

以上は 

愛知県山岳連盟編纂 愛知県山岳連盟60年史

『あゆみ60年』平成12年4月16日 

会長：湯浅道男 編集委員代表：磯村義宣

              を参考にした。 
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■元号「令和」が万葉集からの出典だと知っ

て改めて万葉集のダイジェスト本を斜め読み

し始めて既に１年が経ってしまいました。恥ず

かしながらいまだ読了できていません。 

そのような中で柿本人麻呂のこんな歌に気

がいきました。 

『しきしまの大和の国は 言霊(ことだま) 

の幸(さき)わう国ぞ ま幸(さき)くありこそ』

現代文にするなら『この日本の国は、言霊、 

すなわち言葉が持つ霊的な力によって幸せに 

なっている国です。これからも平安であります

ように』とでも言えましょうか。 

我国が言葉によって幸福を得ているという

のです。古代の人々は霊力が宿るとした【言霊

信仰】を持っていたようです。 

■翻って現代の日本はどうでしょうか。文法

の乱れや言葉を省略した若者言葉の氾濫が気

になります。例えば、「チョー！〇〇」といっ

た短い接頭語ですべてが超えている表現にな

るのですから、とても便利な言い方ではありま

すが違和感を覚えます。これは本来「このうえ

なく」とか「いたく」もしくは「こよなく」が

奥ゆかしい言葉でしょう。日常的には「とて

も！」「非常に！」でしょうか。 

■先日、美しい日本の景観百選にも選ばれた

ある里山に山行しました。案内看板に「山間部

の美しい集落です。まるで日本昔話の世界です」

と案内されていました。確かに日本の古里を感

じさせるのどかな雰囲気でした。ならば山間部

ではなく『山あいの里』『山さと』の方が合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様に感じました。そこで山にまつわる大和言葉

を少し調べてみました。 

山脈は「山並み」でしょうか。山の稜線は「山

の端」です。似たような言葉に山と接している

空を表す「山ぎわ」があります。 

枕草子の冒頭文『春はあけぼの やうやう白

くなりゆく山ぎは・・・』を思い出します。空

が白々と明けていく様が目に浮かびます。 

「峰々」は、山がいくつも連なって見えるこ

とで、眺めている景色の雄大さが窺えます。 

ある時、山の先輩に杉、檜など材木にするた

めの木を植えた山を「杣山(そまやま)」と呼ぶ

ことを教えていただきました。「杣」だけでも

同じ意味だそうです。加えて杣道(そまみち)

は杣人(そまびと)しか通らないような、細くて

けわしい山道です。 

ほかにも、山麓を意味する「山すそ」林道を

意味する「山路」も美しい言葉だと思います。 

■美しい景色に出会った時、親しい人に感動

を伝えたくなります。木々がざわめき、鳥がさ

えずり、花々に癒され、青く重なる峰々の先に

まだ見ぬ景色を想像する。これらを「生きてい

るもの同士の対面」だととらえると、山の発す

るすべてを私たちが全身で受けとめているか

らこその感動だと思います。 

これからは意識して大和言葉を使ってみた

いと思います。大和言葉に思いをはせながら山

行できる余裕を持ちたいものです。 

皆さんからいろいろと美しい大和言葉をご

教授頂ければ幸いです。 

           カット 安藤忠夫 

リレーエッセイ⑩    

美 し い 大 和 言 葉 
登山学校運営委員長 榊 將美 

会員の広場 
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【猿投の森づくりの会】 

第110回やまじの森自然観察会 

日時：令和２年７月１８日(土) 

天気：雨 

テーマ：夏の野草 

参加者：７名 

コース：ヤマモモ広場→林道→大曲→水場→ 

トイレ→三叉広場→杉の谷コース堰堤手前

→北歩道出会い→三叉広場(昼食)→ヤマモ

モ広場 

第２波の新型コロナウイルス、梅雨後半の大

雨が続く中、７名の参加者とスタッフ３名、合

わせて１０名で観察会を実施した。雨は早々に

上がるものと天気図を確認してきたが、結局昼

食の時間まで青空は望めなかった。 

毎年コクランが観察できる場所は、葉っぱだ

けの状態であり、猿投山登山口手前でサルナシ

の実の落下したものを確認した。そこではジャ

ケツイバラ幼木のツルが新緑にひかり輝いて

いた。林道脇にはハエドクソウの小さい花が咲

き、大曲りでは傘をさしてのジャコウアゲハの

幼虫観察となった。 

途中、バイカツツジは雨に打たれて花もしお

れていた。また、カラスザンショウやイヌザン

ショウの匂いの違いを確かめた。 

トイレ脇ではツクバネの写真、杉の小枝に着

生したカヤランに目をこらして確認した。三叉

では、毎年、初夏を感じさせてくれるチダケサ

シとミカワショウマの白い花がいっぱい咲い

ていた。 

一方で、頭上の林の中、右からソウシチョウ、

左からクロツグミの鳴き声が聞こえ、姿は見え

なかったが感動の一瞬であった。 

堰堤下の川の中、および杉木立脇にはミカワ

ショウマが凛として花開いていた。堰堤下でミ

カワショウマを見た後は、ナツフジ、アキノタ

ムラソウが写真対象となっていた。三叉広場に

はムラサキニガナが咲き誇り風に揺れて写真

撮影の難しさを感じた。 

三叉での昼食後は、地面と同色のタゴガエル、

そのジャンプ力に驚き、帰りはクジャクゴケに

目を奪われ、それぞれが楽しい観察会となった。 

■観察できたもの 

◇花 ハエドクソウ、ダイコンソウ、オオバノ

トンボソウ、キンミズヒキ、ノギラン、ナツフ

ジ、アキノタムラソウ、ヒヨドリバナ、ムラサ

キニガナ、チダケサシ、オカトラノオ、ミカワ

ショウマ、ヘクソカズラ等 

◇鳥 メジロ、ハシブトガラス、ホトトギス、

ウグイス、ソウシチョウ、アオゲラ、コゲラ、

ヤマガラ、オオルリ、ヒヨドリ、キビタキ、ク

ロツグミ、ヤブサメ、カケス 

◇昆虫、他 カタツムリ、シマヘビ、タゴガエ

ル、コクワガタ(雌)、ヒメコガネ、フタスジハ

ナカミキリ、イオウイロハシリグモ 

◇木 ヤマアジサイ、ヒメコウゾ(実) 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

チダケサシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

ミカワショウマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タゴガエル  

猿投の森づくりの会代表 和田豊司 

委員会報告 
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◆支部友委員会山行計画(令和3年1月～3月分) 

*募集開始は3か月前からです。 

1 月 9 日(土）☆☆  募集開始 10 月 9 日 

山域：鈴鹿 山名：鎌尾根～鎌ヶ岳 

ﾘｰﾀﾞｰ：山田明美 

1 月 11 日(月）☆  募集開始 10 月 11 日 

山域：静岡焼津 山名：満観峰 

ﾘｰﾀﾞｰ：今津英一朗 

1 月 23 日(土）☆☆  募集開始 10 月 23 日 

山域：鈴鹿  山名：御在所岳 

ﾘｰﾀﾞｰ：高松信治   

1 月 30 日(土）☆ 募集開始 10 月 30 日 

山域：浜名湖西 山名：神石山・座談山縦走 

ﾘｰﾀﾞｰ：近藤政仁   

 

2 月 7 日(日）☆  募集開始 11 月 27 日 

山域：豊橋 山名：石巻山 

ﾘｰﾀﾞｰ：磯部 隆   

2 月 13～14 日(土、日) ☆☆ 

募集開始 11 月 13 日 

山域：北アルプス  

山名：厳冬の乗鞍・上高地 

ﾘｰﾀﾞｰ：金谷正起  

2 月 13 日(土）☆  募集開始 11 月 13 日 

山域：台高山脈 山名：高見山 

ﾘｰﾀﾞｰ：水野猛志   

２月 27 日(土）☆  募集開始 11 月 27 日 

山域：愛知 山名：春日井三山縦走 

ﾘｰﾀﾞｰ：近藤政仁   

 

3 月 7 日(日）☆☆  募集開始 12 月 7 日 

山域：三河高原 山名：猿投山 

ﾘｰﾀﾞｰ：山田明美 

3 月 14 日(日）☆ 募集開始 12 月 14 日 

山域：鈴鹿 山名：霊仙山 

ﾘｰﾀﾞｰ：今津英一朗 

3 月 20 日(土）☆ 募集開始 12 月 20 日 

山域：両白山地 山名：大日ヶ岳 

ﾘｰﾀﾞｰ：榊 將美 

3 月 27 日(土）☆ 募集開始 12 月 27 日 

山域：御油 山名：宮地山・五井山 

ﾘｰﾀﾞｰ：磯部 隆  

支部友会員数(令和２年８月末現在)／71名 

山行対象者 支部友会員及び支部会員 

申込み方法 ・支部友会員は申込締切日までに、 

 

 

 

各山行リーダーが示す方法で申し込む。 

・締切日 原則山行日 20 日前まで。（締切日

を過ぎての参加空き情報はﾘｰﾀﾞｰに直接問い

合わせ下さい） 
・支部会員は申し込み締切日の翌日以降に、各

山行のリーダーへ問い合わせる。 
・山行の募集人員を超えない範囲で、支部会員

の参加申し込みを受け付ける。 
 
 

 

「予定」第42回「忘年会・新入会員歓迎会」 

 一年間を振り返り、山の思い出を語り親睦を

深め合います。 

*コロナ感染症の状況により中止も有ります。 

後日メールにてお知らせします。 

日時：１２月８日(火) 19：00～21：00 

 会場：レストラン リビエール 

(セントヒサヤビル10F)名古屋テレビ塔前  

会費：3500円 

ﾘｰﾀﾞｰ連絡先 

尾上 昇   FAX：052-832-3878 

ﾒｰﾙ：onoe@onoe.co.jp 
金谷正起    携帯：090-9931-3600 

ﾒｰﾙ：kanaya.masaki@rouge.plala.or.jp 
榊 將美   携帯：090-7237-4410 

ﾒｰﾙ：m.sakaki@minds-consulting.jp  
村瀬恭平  携帯：090-4186-9876 
ﾒｰﾙ：hoshizakari@docomo.ne.jp  

田中 進   携帯：090-9191-8666 
ﾒｰﾙ：t-susumu@peace.ocn.ne.jp 

今津英一朗  携帯 090-2616-7549  

ﾒｰﾙ： imazu.eiitirou@maroon.plala.or.jp 
磯部 隆    携帯：090-9180-7245 
ﾒｰﾙ： takass@yk.commufa.jp 

高松信治  携帯：090-3156-5268 
ﾒｰﾙ：takama2nobu3@yk.commufa.jp 

松本陽子   携帯：090-7859-4031 

 ﾒｰﾙ：yo-kom@nifty.com 

水野猛志 携帯：090-5866-3781 

 ﾒｰﾙ：r34668@bma.biglobe.ne.jp 

近藤政仁  携帯：090-2183-8125 

 ﾒｰﾙ：vft55ud55@gmail.com 

山田明美  携帯：090-4083-7413 

 ﾒｰﾙ：yfd32147@nifty.com 

次回支部友ミーティング 

開催内容のお知らせ 
 

mailto:onoe@onoe.co.jp
mailto:kanaya.masaki@rouge.plala.or.jp
mailto:m.sakaki@minds-consulting.jp
mailto:hoshizakari@docomo.ne.jp
mailto:t-susumu@peace.ocn.ne.jp
mailto:imazu.eiitirou@maroon.plala.or.jp
mailto:takass@yk.commufa.jp
mailto:takama2nobu3@yk.commufa.jp
mailto:yo-kom@nifty.com
mailto:r34668@bma.biglobe.ne.jp
mailto:vft55ud55@gmail.com
mailto:yfd32147@nifty.com
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スケッチクラブ         村中征也 

〈活 動〉 

 4月からのスケッチや集まりは、2月から広

がったウィルス禍covid-19のために、全て休

止に追い込まれました。残念ですが、身を守

ると共に社会人としての責務でもあります。 

 各自在宅での作画が主となりますが、なか

なか絵筆が進まないのが現状ではないでしょ

うか。 

〈スケッチ旅行〉 

乗鞍高原へ 10月30日～31日 

ウィルス禍の縮小を願い、一部のメンバー

で計画しております。 

 休暇村をベースに、一の瀬園地・まいめの

池・牛留池・番所大滝・善五郎の滝などの晩

秋の高原を楽しみ、画用紙に収めて来ます。 

【2020 年 6月常務委員会】 

日時：6月 24 日(水)19 時 00 分～  

開催場所：東海支部ルーム（コロナウイルス感

染症感染防止のため、大・小ルーム利用により

3 密を防いでの開催とした。 

１．副支部長挨拶（山田）：新旧役員交代の報

告・紹介と挨拶【（技術向上委員長）片岡→清

水、（総務委員長、副支部長兼任）毛利→今津、

（写真展委員長）山内→坂本、（青年部）鎌倉

→荒木、（岳連）鎌倉→鈴木】 

２．委員会報告 

①遭難対策委員会(山田）：6月2日岐阜県揖斐川

町のタンポ（1065ｍ）西谷山（949ｍ）に入山

した支部員が道迷いによる遭難する事故が発

生した旨報告。3日に留守宅から支部に相談が

あるも登山届が未届けであったこと、家族にも

行き先を告げずに出かけたため、事故発生の山

の特定に難渋した。幸い娘さんによるPCの履歴

検索の結果、行き先は能郷白山ないしはタンポ

との推測がなされ、4日早朝より捜査活動開始

され、タンポ登山口の峠にて本人の車を発見、

タンポでの遭難と特定された。 

捜索活動には山田副支部長による出動要請

に基づき東海支部から22名が参加した。4日の

捜索では発見できなかったが、幸い翌5日14時

に発見・救出された。発見されたときは重篤 

〈第7回作品展〉 

 早いもので7回目を迎えます。来年2月10日

(水)～14日(日)の5日間、名古屋市の市政資料

館・第5展示室(昨年と同じ)で、山の絵の他、

会員が描き溜めた多彩な作品を展示します。 

 東海支部の皆

さんには、毎回

大勢訪れて頂き

ますので、どう

か知人の方々を

お誘いの上是非

ご覧頂きたく、

ご案内させて頂

きます。 

代 表…石田好子 

事務局…村中征也・武内喜代子 

の状態であり間一髪で助かったとのこと。 

本人の体調回復が遅れているため、事故に関

する本人の聞き取り調査は 29 日まで待つこと

となっている旨報告あり。 

②総務委員会(今津）：高橋支部長からの「支部

活動の緩和」に関する指針①三密の回避をした

入山計画②山小屋・交通機関の営業状況の確認

を行い登山計画書提出の徹底をするなどの紹

介と支部ルームでの会議は三密を避けると同

時に、今後は Web 委員会等の実施も試す旨の伝

言あり。 

正副支部長担当の委員会の変更につき報告

1、森の音楽祭と亀の会は山田→今津、2、岳連

担当は片岡→山田に変更となったと報告。また

支部のパソコンを Note パソコンに代えること

になった旨報告。 

③会計(市川）：R2 年度委員会費用は、来月の

常務委員会時に渡す旨報告。 

④県岳連(鈴木愛）：4 月・5 月の理事会は書類

審議となった旨の報告あり。 

⑤山行委員会(鈴木）：コロナ感染症のため、6

月までは全ての山行中止。支部活動規制緩和を

受け、7月から山行開始の予定。但し各山域か

らの要請事項、山小屋の営業状態などを見極め

ながら計画立案をしていきたい旨報告。東海支

部からのコロナ対策の指針をもっと早く示し

会 務 報 告 

同好会紹介コーナー 
会員の広場 

会場の市政資料館 
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てほしかったとの要望あり。 

次回山行委員会には PC を持ち込み、リモート

会議の実施に備えたい。 

⑥猿投の森づくり委員会(和田）：①県有林事務

所が第 2 管理道の崩壊斜面を盛り土し車が通

れるようになった。当管理道を、今後開催予定

の音楽祭をはじめとしたイベントに参加する

人たちのための駐車場として活用の予定。②管

理道の修復作業の中で、猿投の山から百年程前

に設置された植樹記念碑が見つかった旨報告

あり。 

⑦東海ユース(服田）：会員動向は 7/1 現在 16

名で男性 2 名、女性 14 名。活動は 9 月まで中

止。次回定例山行 9/27、運営委員会は 9/6 に

行う。 

⑧60 周年記念事業(山田）：60 山ラリーの参加

申し込みは現在 103 名。コロナ感染症による登

山自粛の状況を鑑み、登山実績の締め切りを

2021/3月から6か月延長し 2021/9月末までと

することとした旨報告。今月のメルマガ並びに

支部報にて告知の予定。 

⑨青年部(荒木）：議事録に沿って報告。山行報

告はなし。青年部 30 名の内、現在の活動人員

は 10 名である旨報告あり。 

⑩登山学校委員会(榊）：東海支部活動指針に基

づいて 6 月の山行は愛知県内の山とし、現地集

合・解散で行った。宿泊計画、越県する計画は

延期にした。登山学校の修了式と入校式は

7/18（土）に実施する。その後第 1 回目の机上

講習の「夏山気象講習」も実施する事とした。

また登山学校では同窓会を発足する為のミー

ティングを開催する。第 3期登山学校終了者は、

初級 21 名（修了証書授与率 91％）・中級 28 名

（同 87％）・上級 8 名（同 100％）、合計 57 名

（同 90％）だった。その内登山学校 3 年満期

の終了者は37名、その中で17名は支部に入会。

第 4 期の入校式は前年と同様の形態とし初級

教室は 15 名・中級教室は 14 名・上級教室は 4

名となった。その他同窓会生による研究生制度

を設け 1 年間上級教室の受講を可能とした。 

⑪自然保護委員会(井藤）：3・4・5・6 月と委

員会は中止。6/22(月)に猿投の山にカメラを設

置した。現地では熊の糞も見つかり熊の生息が

確認された旨報告があった。 

⑫ボランティア委員会(前田）：秋からの行事に

ついては確定ではないが、報告書の通り進めて

いく。リモート委員会の活用については高齢者

が多いこともあり全員参加は難しいが出来る

人だけでも進める方針。7月にボランティア委

員会の指針を作成する事とした。 

⑬遭難対策委員会(山田）：遭対委員会は 2 月か

ら中止している。6 月 29 日に委員会を予定し

ている。個人活動として猿投山で読図の研修会

を現地集合・解散で開いた。7/18 に夏山気象

講習会を 70 名限定で開催する。 

⑭写真展実行委員会(坂本）：委員会は現在 16

名（女性 9 名・男性 7 名）で構成。1、延期に

なっていた「第17回東海岳人写真展」は2021/2

月 2 日～７日に名古屋市民ギャラリー栄ギャ

ラリー8F にて実施予定。2、会計を２名とし収

支報告書を作成管理する事にした。3、中断し

ていた写真山行も７月から再開の予定。東海支

部のメールサービスで予定を配信する予定。 

⑮技術向上委員会(清水）：1 月 25 日のテーピ

ング講習会以来、委員会開催が中止になってい

る。6/25 に今年度の計画を検討する旨の報告。 

出席：山田、今津、榊、市川、坂本、佐野、前

田、鈴木（愛）、井藤、清水、服田、鈴木、井

上、毛利、荒木、和田 

【2020 年 7月常務委員会】 

日時：7月 22 日(水)19 時 00 分～ 

１．支部長挨拶（高橋）：今後の会議の有り方

については、コロナ対策として試験的にリモー

ト会議を取り入れていく。また、先月遭難事故

が発生しているが、基本的なミスから起きてい

るもので、登山届の提出など基本を守って行い

たい。更に今年はコロナの影響があり中部山岳

のエリアも宿泊・テントの設営等規制をしてい

るので確認後に登山をしてほしい。  

２．委員会報告 

①総務委員会(今津）：柴田元副支部長が逝去さ

れた。故人の遺言としては寄付の申し出があっ

た旨報告がされた。  

②会計(市川）：欠席。今年度予算の支払いと昨

年の残金返却について総務委員長より報告。  

③愛知県岳連(鈴木愛）：資料配布で安全登山指

導者研修会の案内。9 月 19 日～21 日に、福

井県奥越高原青少年公園にて開催。  

④亀の会(天野）：タンポの道迷いから学ぶ教訓

と、亀の会としての今後の活動について話し合

った。登山届の提出、山岳保険のチェックの見

直しをするよう求めた。当面の山行の考え方は

歩行時間の短い山とし、現地集合現地解散で、

公共交通機関を使うときは空いている時間帯
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を使う様にする。  

⑤猿投の森づくり委員会(和田）：会は活動を再

開した。観察道の修復を行い、自然観察会は少

人数で行った。  

⑥東海ユース(服田）：会員動向は 16 名で変更

はない。委員会は 8 月 23 日から再開し、山

行は 9 月 27 日に定例山行を実施する。  

⑦60 周年企画委員会(山田）：11 月 3 日に一

斉登山を予定している。各委員会に参加を依頼

した。支部懇談会について佐野委員から今年度

の全国支部懇談会は中止とする発表がなされ

た。次年度開催の東海支部は、9 月の支部懇談

会委員会で来年の計画を決める予定とした。  

⑧支部報編集委員会(星）：支部報 163 号は来

月の委員会で内容を説明する。東海山岳 12 号

も来月の常務委員会に提示するので協力をお

願いしたい。  

⑨学連(高橋代理）：現在の処、学連は新人会員

の募集が難しく SNS で勧誘をしている状況。

登山も 3 密状態 になるので実施されていな

い。ゴザフェスについては全国を対象とせず東 

海学生山岳連盟限定として、平日の日帰りの企

画にして御在所で 9 月の平日に実施する予定

である旨報告された。  

⑩登山学校委員会(榊）：6 月山行は愛知県内の

日帰りで有る事、現地集合の条件で 4 山を実

施し終了した。8 月の登山学校委員会は休会と

する。8 月・9 月の計画書は承認された。次に 

7 月 18 日に第 3 期の登山学校修了式と第 4 

期の入校式、第 1 回目の座学「夏山の気象」

は無事終了した。2 回目の座学は 8 月 22 日

「登山の基礎知識」の内容で実施する。  

⑪学連(丸岡代理）：学連の夏山計画は槍・穂高

縦走を候補として進めていく。ゴザフェスは御

在所の日帰り計画で 9 月 11 日に実施する。  

⑫自然保護委員会(井藤）：委員会は 3 月から 

7 月までコロナ感染防止の為中止にした。活動

については資料記載の通りとの報告がされた。  

⑬ボランティア委員会(前田）：秋のブラインド

登山は中止。親と子のふれあい登山教室につい

ては実施の方向で検討。身柄付き補導委託登山

は今後の方向性を 8 月中旬までに出す事とし

た。SON 愛知支援登山は SON 愛知からの申し

出があり中止。ひまわり登山は 9 月に実施す

る事とした。次に感染者が出た場合のリスクに 

ついて議論した。このリスクに対応する保険は

見つからない為、当面考えられる対策を取った

うえで自己責任の参加で有る事の確認を取り

行事を進める様にしたい旨報告があった。最後

にリモート会議は今後継続したいとの事だっ

た。  

⑭支部友委員会(金谷）：これまで活動は全て中

止をしてきた。10 月には朝明ミーティングを

登山学校と共同で行う。  

⑮支部報編集委員会(星）：東海山岳の出版につ

いては 8 月に報告をする。  

⑯遭難対策委員会(山田）：遭対への登山届は少

なく個人山行で 30 件ほどだった。支部山行は

無かった。登山届のチェックリストのつけ方が

曖昧になっていると感じる。  

⑰写真展実行委員会(坂本）：8 月 3 日～4 日

に北八ヶ岳白駒池へテント泊で写真山行を実

施する。詳細についてはメールマガジンで配信

している。  

⑱技術向上委員会(清水）：6 月 25 日打合せを

実施した。視野を広める為、講習会・講演会の

企画を今後したい。遭難事故などの情報提供は 

HP 上にアップした。  

⑲総務委員会(今津・佐野）：東邦ガス遭難対策

システムの紹介がされた。場所は東大演習林か

猿投の森を予定 している。  

⑳タンポ西谷山事故報告（山田）：6 月 2 日 79 

才男性で道迷いによる遭難事故を起こした。幻

覚症状をおこした中、6 月 4 日ヘリコプター

と東海支部員の捜索で 6 月 5 日 PM14 時に

沢の中で発見された。登山計画書の提出はされ

ていなかった。地形図コンパスの利用、個人装

備が不十分だった。アプリの活用も出来ていな

かった事が反省点として紹介された。  

出席：尾上、高橋、山田、今津、榊、坂本、 

佐野、前田、井藤、井上、天野、石田、加藤、 

(リモート参加）星、 服田、草津、和田、金谷             

                                            

ル－ ム 日 誌 

     ６月 

1（月） 支部友委員会 →中止       

2（火） 県岳連/TNCC 

3（水） 青年部    

4（木） 写真展実行委員会 →中止            

5（金） 古道塩の道           

7（日） 東海ユース →中止          

8（月） 登山学校運営委員会           

9（火） 支部友ミーティング →中止                               

11(木)  自然保護委員会 →中止   
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12(金)  全国支部懇談会                          

15(月)  図書委員会・読図会           

16(火)  ボランティア委員会           

17(水)  山行委員会/総務委員会・正副支部長

会議 

18(木)  東学連                                                             

22(月)  支部友読図会                               

24(水)  常務委員会                     

25(木)  技術向上委員会                                                                      

29(月)  遭難対策委員会    

 ７月 

1（水） 青年部    

2（木） 写真展実行委員会              

3（金） 古道塩の道                                  

5（日） 学校指導員研修会              

6（月） 支部友委員会       

7（火） 県岳連/TNCC  

8（水） 60 山ラリー委員会             

9（木） 自然保護委員会 →中止 

10(金)  全国支部懇談会                                                  

13(月)  登山学校運営委員会                                

15(水)  山行委員会/総務委員会・正副支部長

会議 

16(木)  東学連、山行打ち合わせ（横尾本谷・

山田副支部長） 

17(金)  亀の会                                                  

20(月)  図書委員会・読図会           

21(火)  ボランティア委員会           

22(水)  常務委員会                                                                                      

27(月)  遭難対策委員会 →中止    

支部友読図会                         

          【総務委員会からのお知らせ】 

△ 東海支部新年会のお知らせ△ 

本年度支部新年会は、コロナの収束が望めな

い状況であり中止とします。 

日本山岳会年次晩餐会も同じく中止となり

ました。詳細は会報、Web等をご覧ください。 

総務委員会 今津英一郎 

 

【写真展実行委員会からのお知らせ】 

延期となっております第 17 回東海岳人写真 

展は来年(令和 3年)2 月 2日(火)～7日(日)名 

古屋市民ギャラリー栄8階、第9・10展示室で 

30(木)  技術向上委員会 

     ８月 

3（月） 支部友委員会       

4（火） 県岳連/TNCC 

5（水） 青年部    

6（木） 写真展実行委員会 →中止             

7（金） 古道塩の道           

10(月)  登山学校運営委員会 →中止              

11(火)  支部友ミーティング →中止                                     

13(木)  自然保護委員会 →中止   

14(金)  全国支部懇談会                       

17(月)  図書委員会・読図会           

18(火)  ボランティア委員会 →中止  

研修山行打ち合わせ（山田副支部長）      

19(水)  山行委員会 →中止        

総務委員会・正副支部長会議 

20(木)  東学連                           

24(月)  支部友読図会                              

26(水)  常務委員会                     

27(木)  技術向上委員会                         

 

会員異動 

入会：天澤順一(16656) 木村 篤(16657) 

竹内 将(16658) 米津妙子(16659) 

小川典彦(16660) 山口和浩(16661) 

豊田由香(16662) 太田重成(16663) 

吉田 清(16664) 大橋博子(16665) 

竹内章夫(16668) 倉橋智司(16669) 

束村緑子(16670) 

退会：小口弘美(15745)  原 奈緒(15904) 

林 久美子(16098) 佐藤愛子(15842) 

物故：柴田清康(12746) 

開催予定ですが、コロナの影響等を見極めてか

らお知らせいたします。会員の皆様方は今しば

らくお待ちください。 

写真展実行委員長 坂本 孝 

 

 「山に登る」ということが非日常の事となっ

て、半年過ぎた。特に海外の山には何時になっ

たら渡航が出来るか、見通しが利かない。 

 Web上の登山も良いが、毎年訪れる花の山も

ご無沙汰してしまった。錦秋の秋には、三密を

避けていつもの山歩きを楽しみたい。 

 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 

 

星 一男 




